
自然災害が頻発・激甚化の傾向がある中で、高齢化が進む久利・大屋地区では防災対策が重要な課題となっています。
久利・大屋地区小さな拠点推進協議会では、助け合いネットワーク部会を中心に、避難体制や介助が必要な高齢者の

誘導方法などの具体的な検討を重ねているところです。
今後企画する防災訓練を実効性のあるものとするため、まずは住民の災害に対する認識を一致させることが必要と考

えました。そこで、10月17日（火）に島根県の起震車による地震体験と大田市消防本部による研修をセットにした防
災体験会を開催しました。
体験会は平日の開催になったことから、なるべく多くの住民が参加することができるように、午前と午後の２回に分

け、住民の都合にあわせ参加できるよう工夫をしました。
体験会では災害から命を守るために自らが準備しておくこと、地域で準備しておくことを考える良いきっかけとなり

ました。
今後も継続して定期的に防災研修会等を行い、地域の防災に対する意識醸成を図るとともに、地域一丸となった訓練

を通じて、具体的な防災体制の構築に向け、更なる検討を進めていきます。

『久利・大屋地区防災体験会』を開催！！
【助け合いネットワークの構築事業】

（起震車による地震体験の様子（久利地区））

■ 日 時
令和５年10月17日（火）10:00～12:00,13:00～15:00

■ 場 所
大屋まちづくりセンター（大田市大屋町内、10:00～12:00）
久利まちづくりセンター（大田市久利町内、13:00～15:00）

■ 内 容
起震車による地震体験 及び 大田市消防署員による防災研修

■ 参加者
久利・大屋地区の住民 約50名

（大田市消防本部による研修の様子（大屋地区））

久利・大屋地区小さな拠点推進協議会


